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電子情報技術産業協会規格 
 

衛星放送 IF 伝送システム測定方法 
Methods of Measurement on DBS-IF Cable Distribution Systems 

 

1 適用範囲 

 この規格は，BS-IF 伝送及び CS-IF 伝送を行うテレビジョン共同受信システムでの伝送性能の測定方法

について規定する。なお，システム性能，仕様書などで要求条件が規定されている場合はその規定による。 

 

2 引用規格 

 次に掲げる規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成する。 

JEITA CP-5110C デジタル衛星放送受信信号の CN 比測定方法 

JEITA CP-5230B ホーム受信システム機器（3.2GHz 対応） 

JEITA CP-5231B ホーム受信システム機器（3.2GHz 対応）の測定方法 

 

3 用語の定義 

 この規格で用いる主な用語の定義は，JEITA CP-5231B（ホーム受信システム機器（3.2GHz 対応）の測

定方法）によるほか，次による。 

a) 

供試システム 

 試験又は評価しようとする受信システム。 

b) 

反射特性 

 システムの伝送路内において，主信号と多重反射により生じた遅延信号との DU 比，及びその遅延時間

をいう。 

c) 

CIN（Composite Intermodulation Noise） 

 ガウスノイズと多波信号伝送時の相互変調歪成分との複合された雑音電力をいう。 

 

4 帯域区分 

 この規格で規定する帯域区分は，表 1 による。 

 

表 1―帯域区分 

記号 周波数（MHz） 

BS-IF 1032～1489 

CS-IF 1000～2150 a) 

BS-IF (L) 2150～2681 

CS-IF (L) 2681～3224 

注 a) BS-IF と CS-IF とに分けて表示する場合は，1000～1489MHz と 1489～2150MHz としてもよい。 




